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一般社団法人 西多摩建設業協会 

創立総会に臨んで 

一昨年、創立 70 周年を迎えた西多摩地域全域の建設事業

者が集う唯一の団体である西多摩建設業協同組合が一般社

団法人を設立する。組織としての協同組合は残すが、建設業

の発展促進や防災事業、地域貢献、行政協力など組合の担っ

てきたほとんどの事業は西多摩建設業協会が引き継ぐこと

となる。私は 1 月 21 日あきる野ルピアホールで行われたそ

の創立総会を取材した。 

コロナ感染防止対策が徹底され来賓も理事長職を経験し

た相談役二人だけという簡素さ。また限られた時間での総会

とするため 12 月には組合員全員を対象とし４回の全体説明

会を事前に開き社団設立の意義や必要性の説明を実施して

きたという。当日は、ほぼ全組合員が参加し全議案が満場一

致で承認され、引き続き開催の理事会では現在の組合理事長

である榎森厚志氏が社団法人の初代理事長を任された。 

一般社団法人西多摩建設業協会の定款は極めて特徴的で

ある。特に第５条（事業）は「建設業の発展」「地域貢献」

「防災」などに内容ごとに分類した３４項目からなる。同種

の団体に例はないと思う。第４条（目的）で建設業として目 

理事に選出されました皆様 

創立総会にて 

挨拶する 

榎森理事長 

創立総会に出席された皆様 

 

   

指す公益性、社会的貢献のためになすべき事業を具体的に列挙している。

本当にできるのか理事長に聞いてみた。どの条文も西建協が数十年にわた

り実施してきたことを整理しただけ目新しいものはないとのこと。西多摩

の地元建設業の必要性と気概を対外的に明確にするとともに、我々自身が

過去の先達の積み上げたことを再認識し更に前に進む指針であるとのこ

と。冒頭、細沼相談役のあいさつで、西多摩の各自治体の人口減少は限界

を超え町として体をなさなくなるとの調査報告もある。自然も豊かで公共

施設も充実し地震にも強い。そしてそれらのインフラを支える建設業集団

が地元にいる、こんな安心な地域はないはず。是非、それを発信し人が集

まってくる西多摩をつくる核となってほしいとのこと。最後に挨拶に立っ

た佐久間相談役からは、西建協は設立時から皆で助け合ってここまで来た、

その精神は不変、それを礎に新たな時代に適応し意見や知恵を結集し新た

な道を切り開くよう激励の言葉で締めくくられた。相談役二人の発言は定

款の目的と事業の今後の実効性をうらづけるものであると強く感じた。社

会性や公益性を高く掲げた社団法人西多摩建設協会は本年 4 月から正式に

発足する。なお、社団法人西多摩建設業協会の定款は、令和 3 年 4 月より

開設される「西多摩建設業協会サイト」で閲覧することができます。 

西多摩建設業協同組合 広報委員会 委員長 大舘貴之 

 

選任されました理事の皆様 

この度は、西多摩建設マイスター表彰をいただき、誠にあ

りがとうございます。身に余る光栄に、ただただ感激するば

かりです。 

 これまで、自分に出来る精一杯の成果を出そうとコツコツ

と努力してきたことが評価され感慨深い思いでいっぱいで

ございます。 

 これもひとえに多くの仲間・諸先輩の皆様に恵まれていた

からこそ辿りつくことができたものと。深く感謝申し上げま

す。 

日頃からお力添え頂いております職場の皆様には感謝して

もしきれません。 

技術面につきましては、新工法などを取り入れ更なる技術向

上を目指し、より良いインフラ整備に貢献できるよう努力し

て参ります。 

 安全管理につきましても、名誉あるこの賞に恥じぬ職長と

して「目配り・気配り・思いやり」をもち、安全最優先での

作業し、気持ちを引き締めて、努めて参ります。 

 最後に昨今の若手技能者が不足の中、自分が諸先輩から、

受け継いだ技術のバトンを未来を担う若者にしっかり引き

継いで参りたいと思います。 

 

西多摩建設マイスター受賞にあたり 

     ㈱村尾重機 職長 川口 修司 
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  １ 月 事 業 報 告  

８日 新年緊急安全パトロールの実施 

１２日 広報委員会 ３１８号編集 

１８日 総務委員会 

１９日 理事会 

２０日 災害対策安全委員会 

２１日 一般社団法人 西多摩建設業協会 創立総会 

２ 月 事 業 計 画 

 

９日 広報委員会 ３１９号編集 

１２日 事業委員会 

１５日 総務委員会 

１６日 理事会 

 

協会員におかれましては平素より労働災害防止への、ご理解とご協

力に感謝いたします。 

 昨年末に東京都内において重大な労働災害が複数発生した事を憂

慮し、１月８日に西多摩建設業協同組合理事の方々と建災防副分会長

と共に緊急安全パトロールを実施しました。 

 当日は３班体制で東京都建設局発注の１４工事現場で安全点検を

行い、より一層の安全対策への徹底をお願いしました。 

緊急安全パトロールの実施 

           建災防西多摩分会長 上坂 健一 

 

パトロール実施の様子 

「建設業年度末労働災害防止強調月間」 

令和 3 年 3 月 1 日～3 月 31 日 

 

青梅市 梅郷 地区 

 

青梅市 大門 地区 

～ その他、各地区の様子は西建協ホームページにて 

掲載しております（ http://www.nishikenkyo.or.jp/ ）～ 

この度は、西多摩建設業協同組合創立 70 周年記念におきまして、

東京都産業労働局長賞をいただきました。本当にありがとうござい

ました。井戸鉄建株式会社では、私が約 40 年間の勤続年数、青木

三郎氏が約 30 年間の勤続年数で、表彰していただきました。 

 私はこの 40 年間で、土木工事・建築工事も、公共工事も民間工

事と様々な建設工事に携わることができました。はじめは、先輩方

の下で、見習いから始ました。若かったこともあり、力仕事が多か

ったと思います。 

 1995 年に二級建築施工管理技士を取得してからは、現場代理人

などをするようになりました。青梅市や瑞穂町の駐在所の新築工

事、民間工事では工場や住宅などの建設に携わりました。このころ

に。現場を進める面白さと難しさを学んだと思います。 

1999 年に一級土木施工管理技士を取得してからは、青梅市や東

京都で、道路工事・水道工事などに携わりました。一番思い出深い

のは、河辺駅北口駅前広場改修工事（2006 年）でした。青梅市の

大きなプロジェクトに現場ことして携わることができました。河辺

駅の開発に関わる５つの工事であり、他の工事との調整、駅という

特殊な場所での第三者対策、約 2 年に及ぶ難しい工事でした。最終

的によくできたと思っています。６０歳を過ぎてからは、主に民間

の建物の営繕工事に携わっております。いまだに新しく知ることも

沢山あり、仲間達と充実した日々を送っています。これまでの 40

年間を振り返ると、たくさんの楽しい想い出や、たくさんのピンチ

がありました。私は、‘わからないこと、疑問に思ったことは、す

ぐに質問・相談する’ということを心がけきました。そのため、本

当にたくさんの人々に助けていただき、これまでやってこれまし

た。これまで助けてくれた、現会長ご夫妻・会社の仲間、そして一

緒に工事をしてきた多くの仲間に感謝します。そして、いつも支え

てくれた家族の存在が、この 40 年間の勤続年数になり、今回の受

賞につながりました。本当にありがとうございました。 

東京都産業労働局賞をいただいて 

井戸鉄建株式会社 工事部 金森成燁 

http://www.nishikenkyo.or.jp/

